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平成 23 年度「学校図書館の活用に関する調査研究」実施計画（案） 

 

１ 調査研究課題および必要性 
 

 (1) 調査研究課題 

学習指導要領の改訂を踏まえ、各教科等において言語活動の充実に取り組むた

めに、すべての教科等における学校図書館の活用を推進する方策を研究する。 
具体的には、蔵書管理システムの導入および学校司書の配置に関する実践的な

調査研究を行い、それらの有効性を検証する。 
 
 (2) 調査研究の必要性 

    新しい学習指導要領において、「各教科等で学校図書館を活用した指導を多面

的に展開するなど、教育活動全体で言語活動を充実させ、読解力や思考力・判断

力・表現力等の課題解決能力、情報活用能力等を育むとともに、自ら主体的に学

ぶ意欲・態度を養うこと。」が最重要課題とされている。 
学校図書館の活用を図るためには、その機能を強化する必要があり、蔵書管理

システムおよび学校司書の導入が必要不可欠である。ほとんどの近隣市において

も、これらを何らかの形で導入している（または導入予定である）。 
しかし先行他区市においても有効性の検証がされておらず、学校図書館の活性

化にどの程度寄与しているかが明確でない。そこで、本市においては、まず調査

研究校を指定し、実践的な調査研究を行い、その有効性を検証しながら導入につ

いての検討を図りたい。 
 
２ 調査研究の概要  
(1) 推進体制の確立 

      ① （推進組織）校長、副校長、図書主任、図書担当５名、学校司書、外部顧問 

   ② （校内研究）年間 13 回（授業 7 回、講演 3 回）の校内研究とリンクさせる。 
 
(2) 蔵書管理システムの導入・運用 

      ① （導入）高機能かつ管理の容易な蔵書管理システムを導入する。 

    ② （活用）多様な情報検索が可能で児童の学習に資する MARC を導入する。 
 

 (3) 学校司書等の配置 

    ① （司書）週 1日、1 日 8 時間、年間 50 日間、学校司書を配置する。 

② （顧問）年間 12 回、学校図書館経営顧問を招聘する。 

③ （その他）年間を通して、保護者等による図書ボランティアを活用する。 
 

 (4) 学校図書館の活用 

① （読書指導）全校で読書活動を推進し、読書の量と質を向上させる。 

② （学習指導）全教科等の指導において図書館を活用し、学力を向上させる。 
 

 (5) 成果の検証 

① （取組評価）学校図書館の活用状況、読書活動の状況等を評価・検証する。 

② （成果検証）読書力や読解力などの学力を評価・検証する。 

③ （成 果 物）学校図書館活用年間指導計画や教科等の指導案をまとめる。 



３ 調査研究計画概要（年次計画） ※ 平成 22 年度後期を準備期間と捉える。 

                   ※  下表の網掛けは最重要項目で必要不可欠な内容。 
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東久留米市教育委員会 指導室 

４ 想定される評価検証および成果物  
蔵書管理システムの導入および学校司書の配置による効果を次のとおり検証する。 
また、調査研究にともなう成果物（副産物）として、他校の参考になるモデルプ

ランを示す。 
 

〔取組評価〕学校図書館の活用  ⇒  〔成果検証〕児童･生徒の変容  
○ 学校図書館経営評価      ○ 読書調査 

         ○ 読書指導・読書活動状況調査  ○ 学校図書館関連テスト 

         ○ 学習指導状況調査       ○ 読書力診断検査 

                          ○ 都・学力調査 
 

〔アクションプラン開発〕 学校全体で学校図書館の活用を推進する。 
○ 学校図書館経営計画 ○ 全体計画 ○ 活用計画 ○ 利用規程  

      〔カリキュラム開発〕 各教科等において学校図書館を活用する。 
○ 年間指導計画 ○ 学習指導案 （いずれも各学年・全教科） 

 
      〔報告書〕  

         ○ 報告書      教育委員会へ提出 
         ○ リーフレット  学校内外向け 
 
５ 調査研究の推進体制概要  
 (1) 推進体制の概要 
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 (2) 研究推進委員会 
 

 氏名 所属・役職等 

講  師   
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学校司書   

校長   

研究推進主任   

図書主任   

校
内
委
員 

図書部    

 
【関係機関】 
 
中央図書館

【 第 三 小 学 校 】 
 

・図書館部 

・研究推進部 

 

・学校図書館経営顧問 

・学校司書 

・学校図書館ボランティア 

指導・助言 

モデルプラン 

報 告 書 

評価・検証 

 
【協力機関】 
・(社)全国学校

図書館協議会
 
・(株)富士通 
 
・(株)図書流通

センター 
 
・(株)ＥＬＭＯ

報告 


